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たかつき市民環境大学

たかつき市民環境大学 カリキュラム（予定）

高槻には、水とみどりの豊かな自然や歴史遺産が多く残されており、
これらの良好な環境を子や孫の世代に末永く引き継ぐ担い手の育成を目的と
して、「たかつき市民環境大学」(高槻市主催)が平成25年から毎年開校され
ています。これまでの5期で124名が卒業され、大学での学びを活かし、
市内の様々なボランティア活動で第二の人生を楽しんでいます。
この大学は、教室での講義だけでなく、年間1/3の11講座が野外実習で、少年・少女時代にカム

バックした感覚で「遊んで学習」していただけます。この野外実習がとても好評で、卒業生の言葉
を借りると「わくわく、目からうろこ、感動の連続」と表現されています。
卒業後は 環境保全活動の担い手として活動していただけるよう、市から「たかつきエコスタッ

フ認定証」が交付されます。私の経験からも、老後を元気に楽しく過ごしていくには、野外で、
色々な仲間と、自分が出来る作業をすることが一番の近道であると確信しています。また、これが
夫婦円満の秘訣です。たかつき環境市民会議は、この「たかつき市民環境大学」の運営に協力して
おり、この度は市民の皆さまに当大学を知っていただきたくご案内いたしました。

たかつき市民環境大学実行委員会委員長 宮島 彰

たかつき環境市民会議ホームページＵＲＬ http://takakan-sub.2-d.jp

開催日時 平成３０年６月～平成３１年２月（全１７日）、午前１０時～午後４時頃までを予定

※講座内容により終了時間は前後することがあります。

会 場 クロスパル高槻、生涯学習センター会議室等

定 員 ３０人（多数抽選）を予定

受講料 １５，０００円を予定 ※昼食代、現地集合の交通費、カリキュラム外の観察会の費用等は別途。

問合せ先 高槻市環境緑政課（０７２－６７４－７４８３）へお問合せください。

午前（10時～12時） 午後（1時～3時）

●入学ガイダンス
（運営スタッフ）

●これからの都市・まちづくりのあり方
（近畿大学総合社会学部教授 久隆浩さん）

●自然と親しむ
（大阪大学大学院工学研究科付属オープンイノベーション教
育研究センター特任教授 栗本修滋さん）

★自然観察入門
（大阪大学大学院工学研究科付属オープンイノベーション教
育研究センター特任教授 栗本修滋さん）

●芥川・淀川水系の魚たち
（環境省希少野生動植物種保存推進員 横山達也さん）

★芥川で遡上アユを見つけよう
（環境省希少野生動植物種保存推進員 横山達也さん）

●川と人、そして生き物たち
（元淀川流域委員会委員長 宮本博司さん）

●ヒートアイランド問題とその対策
（関西大学環境都市工学部専任講師 宮崎ひろ志さん）

●高槻に見る野生動物
（元梅花女子大学教授 圓入克介さん）

●生命誌とは
（ＪＴ生命誌研究館館長 中村桂子さん）

●芥川の水質と生物
（NPO法人芥川倶楽部理事長 田口圭介さん）

★水生昆虫を調べよう
（NPO法人芥川倶楽部理事長 田口圭介さん）

●植物入門
（あくあぴあ芥川主任学芸員 高田みちよさん）

★水草を観察してみよう
（あくあぴあ芥川主任学芸員 高田みちよさん）

◎高槻の古代史
（今城塚古代歴史館特別館長 森田克行さん）

★今城塚古墳を学ぶ
（NPO法人高槻市文化財スタッフの会会員）

●生物多様性保全と里地里山
（兵庫県立大学名誉教授 服部保さん）

★里山を歩いてみよう
（兵庫県立大学名誉教授 服部保さん）

●高槻の森林
（NPO法人森のプラットフォーム高槻理事長 小柿正武さん）

★高槻の森を歩いてみよう
（NPO法人森のプラットフォーム高槻理事長 小柿正武さん）

●世界の財産 鵜殿のヨシ原
（鵜殿ヨシ原研究所所長 小山弘道さん）

★鵜殿のヨシ原を歩いてみよう
（鵜殿ヨシ原研究所所長 小山弘道さん）

●公園・街路樹の果たす役割
（大阪森林インストラクター 永井博記さん）

★高槻の都市公園、街路樹を巡ってみよう
（たかつき環境市民会議里山グループ会員）

●北摂地域の地形と地質
（大阪市立自然史博物館学芸員 中条武司さん）

★地質の観察をしてみよう
（大阪市立自然史博物館学芸員 中条武司さん）

●自然と遊び
（NPO法人シニア自然大学校高槻支部ネイチャーたかつき会員）

★野鳥を観察してみよう
（高槻野鳥の会代表 又野淳子さん）

●パリ協定以降の世界と日本の地球温暖化対策
（大阪ガス㈱ 職員）

◎市民、地域主導による再生可能エネルギー普及
（元日本環境学会会長 和田武さん）

●市内の環境保全活動団体の紹介①
（高槻市内の環境保全活動団体）

●市内の環境保全活動団体の紹介②
（高槻市内の環境保全活動団体）

●マネジメントの時代 参画・協働の視点から
（兵庫県立人と自然の博物館館長 中瀬勲さん）

●ワークショップ
（運営スタッフ）

● 講座、★ 野外実習、◎ 公開講座 注）プログラムの内容、講師は変更となることがあります

エコ＆エコーVol.３３
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発 行：一般社団法人たかつき環境市民会議

編 集：たかつき環境市民会議編集委員会･プレスグループ

問合先：たかつき環境市民会議事務所

●住 所：高槻市出丸町2番30号 高槻市環境緑政課分室内

●TEL・FAX：072-675-4646

●mail：takatsukikankyo21@gaea.ocn.ne.jp

http://takakan-sub.2-d.jp/
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自然と親しむ、自然と遊び
芥川・淀川水系の魚たち、
芥川の遡上アユをみつけよう 高槻に見る野生動物

野鳥を観察してみよう

公園・街路樹の果たす役割、
高槻の都市公園、街路樹を巡ってみよう

植物入門、水草を観察してみよう

北摂地域の地形と地質、地質を観察してみよう

高槻の森林、高槻の森を歩いてみよう 高槻の古代史、今城塚古墳を学ぶ 市民・地域主導による再生エネルギー普及

感想）知らない樹木、名前を聞いただけの樹木
の花や実を観察でき、目からうろこでし
た。

感想）人間の感性を働かすことの大切を学び、
芥川の魚の種類の豊富さに驚き、楽しめ
ました。

感想）地元高槻に様々な野生動物が生息してい
ることに驚き、人間は生きもので自然の
一部の言葉が印象に残りました。

感想）地形と地質を知ることにより、自宅周辺
の防災を考えてみようと思いました。断
層と岩石の観察に感動しました。

感想）植物学の楽しみ方がわかり、「すべて
の生き物はつながっている」に納得。
身近の水草の花に驚き、感動しました。

感想）芥川沿いにカワセミや珍しいハシビロカモ
など、30種類近い冬鳥を見ることが出来て
高槻の豊かな自然を再確認できました。

感想）木の特性、竹の種類と見分け方の説明
にとても興味がわき、樫船神社は里山
の中で存在感がありました。

感想）講義、観察を通じて街路樹がまちの景観
に影響を与えていることが解りました。
また、話が解りやすく、ストンと落ちる
ところが多くありました。

感想）高槻市域の発展が理解でき、歴史ロマン
を感じる講座でした。古墳の大きさを実
感じました。

感想）温暖化の危機を知り、再生可能エネルギ
ー普及の大事さを知り、市民が関わる
ことが大事なことを理解できました。

私たちのまちの今を多様な視点から講義・観察で
学び、新たな発見、多くの気づきがありました。

また、多くの新しい仲間ができました。
これから人生の再スタートです。
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今年もエコフェスタへ
参加しました！

津之江公園を活かす会の
活動は成果が出てきました！

桃園小学校の環境学習・

葛でリース作り

公園中央部の丘陵入り口部に
草花の苗を植栽



里山再生の一環として、伐採竹を活用した門松作りを2005年から始め、2017年で13回目となりました。忘れられ
つつあるお正月の風物詩“門松”は2010年から一般市民対象の門松教室として実施、予約開始15分で満席になる
盛況を得ている講座となっています。今回はその門松作りの準備から完成までの工程をご覧ください。（川島）

門 作り：里山グループの活動

① 孟宗竹の伐採 ② 台座の切り出し（孟宗竹） ③ ソギ作り（真竹）

④台座とソギの組み合わせ ⑤松迎え（12／13） ⑥台座・ソギの洗浄

⑦門松作り ⑧門松・完成 ⑨ 歳神様が来ます様に！

人にやさしい交通Ｇ

勉強会

交通安全啓発活動

各グループの活動

省エネ推進Ｇ

エコクッキング

水環境保全Ｇ

内が池環境学習

芥川クリーンアップ活動
里山Ｇ

萩谷で事始め 付-2


